
指 標

Process

指標の意義

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子
分母のうち入院後早期（3日以内）に脳血管リハビリテーション治
療を受けた患者数

分母 18歳以上の脳梗塞の診断で入院した患者数

収集

期間
12か月間

調整

方法

厚1２

指標の計算式、分母・ 分子の解釈

2018年間数値報告

考察・分析

脳梗塞患者への早期リハビリ開始率

最小値10 25％値55.24% 中央値75.96% 75％値89.39% 最大値100.00

回答病院 70施設

施設間比較における中央値は微増し、最少値や25%値が改善しています。年間の脳梗塞症例数と相関はありません。

主治医によるオーダー漏れが遅れの主な原因であれば、クリニカルパスの導入により入院時オーダーの標準化を図れ

る可能性があります。オーダーはされていても介入までの待ち時間が慢性的に生じている場合には理学療法士の業務

負担の見直しが必要ですが、特に初回アセスメントだけでも滞りなく進められる工夫が求められます。

廃用症候群を予防し、早期のADL向上と社会復帰を図るために、十分なリスク管理のもとにできるだけ発症後早期から

積極的なリハビリテーションを行うことが強く勧められる。

（厚労省共通指標 ・ ＤＰＣ指標）
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